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☆このシラバスには、各 教 科 の学 習 内 容 ・学 習 ポイント・評 価 方 法 

が書かれています。 

 



【国語科 シラバスについて】 
 

令和８年度  狭山市立狭山台中学校  第３学年  国語科  授業計画 
 

１）教科の目標 

 
日常生活で活用できる言語能力を身につけよう。 

文字を正しく丁寧に書く習慣を身につけよう。 

 
 

２）評価の観点 

「知識・技能」 

学習の過程を通した知識及び技能の習得状況について評価を行うとともに、それらを既有の知識及び技能

と関連付けたり活用したりする中で、他の学習や生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解したり、

技能を習得したりしているかについても評価する。 

「思考・判断・表現」 

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力・判断力・表現力等を身につけているか

を評価する。 

「主体的に学習に取り組む態度」 

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を

行おうとしている側面と、その粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面を総合的に

評価する。 

 

３）評価の方法 

⑴「知識・技能」について 

○「言語事項」の学習活動 

   ・定期テストの「語句・言語に関する問題」 ・漢字テスト   

・硬筆  ・書き初め 

⑵「思考・判断・表現」について 

  ○「話すこと・聞くこと」の学習活動 

   ・スピーチ  ・聞く態度  ・聞き取りテスト        ・発言、発表の仕方    

○「書くこと」の学習活動 

   ・定期テストの課題作文 ・授業プリント ・読書感想文 

○「読むこと」の学習活動 

   ・定期テストの「読解問題」 ・授業プリント ・小テスト ・発表の内容 

⑶「主体的に学習に取り組む態度」について 

  ○主に授業中の態度や，日常的な学習・提出物で評価します。 

   ・発言 ・提出物（授業ノートや漢字スキルワーク・別冊テストなど）の内容  

   ・古文の音読テスト  ・古文の暗唱テスト（定期テストも含む）  

 

 



４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月    単  元      学 習 内 容 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

学 

 

期 

 ４ 

 

  

 ５ 

 

  

  

  

 ６ 

 

 

  

 

 ７ 

世界はうつくしいと 

１，深まる学びへ  

握手 

学びて時にこれを習ふ 

―「論語」から 

漢字１ 熟語の読み方 

２，視野を広げて 

作られた「物語」を超えて「 

 

スピーチで社会に思いを届ける 

 

漢字に親しもう 

文法への扉１ すいかは幾つ必

要？ 

 

３，言葉とともに 

俳句の可能性 俳句を味わう 

硬筆 

言葉を選ぼう 

言葉１ 和語・漢語・外来語 

「私の１冊」を探しにいこう 

羊と鋼の森 

・理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、語感を磨き語彙を

豊かにする。 

・登場人物の生き方や考え方を捉え，人間や社会について自分の意見をもち，

作品を批評する。 

・漢文の言い回しに注意して読み人間の生き方についての孔子の考え方を自分

たちの生活と関連づけて考える。 

・熟語に関する知識を広げる。 

・表現や場面，登場人物の設定に着目して，内容を読み深める。時代や社会の

変化の中での，人と人との関わりについて考えをもつ。 

・目的や場面に応じて、社会生活の中から話題を決め、多様な考えを想定しな

がら材料を整理し、伝え合う。 

・漢字の音訓、部首、送り仮名を復習する。 

・文法についての理解を深め，生活の中での表現や読解に生かす。 

・筆者のものの見方や感じ方，表現のしかたなどを読み味わい，俳句の世界に

親しむ。 

・筆者のものの見方や感じ方，表現のしかたなどを読み味わい，俳句の世界に

親しむ。 

 

・和語・漢語・外来語・混種後の感じ方の違いを理解する。 

・自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と効用について理解す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

学 

 

期 

 ９ 

 

 

  

 

 

10 

 

 

  

 

 

 1１ 

 

 

 

  

 12 

 

４，状況の中で 

挨拶 

 

故郷 

 

聞き上手になろう 

質問で相手の思いに迫る 

慣用句・ことわざ・故事成語 

漢字２ 漢字の造語力 

 

５、比較して読もう 

 

多角的に分析して書こう 

説得力のある批評文を書く 

合意形成に向けて話し合おう 

音読を楽しもう  初恋 

６，いにしえの心を受け継ぐ 

音読を楽しもう 

古今和歌集仮名序 

君待つと「万葉・古今・新古今」 

夏草―「おくのほそ道」から 

７ 価値を生み出す 

それでも、言葉を 

漢字３ 漢字のまとめ 

文法への扉２ 

エルサルバドルの少女 ヘスース 

書き初め 

 

・詩に表現されている内容と，現代社会の状況を重ね合わせながら考えを深め

る。 

・表現や場面，登場人物の設定に着目して，内容を読み深める。時代や社会の

変化の中での，人と人との関わりについて考えをもつ。 

・提案や主張など自分の考えを話したり、それらを聞いて質問したり評価など

を述べたりする。 

・慣用句・ことわざ・故事成語などの知識を広げる。 

・語彙を豊かにし，文や文章の中で使う。 

 

・文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて

自分の意見をもつ。 

 

・表現の仕方を考えたり資料を適切に引用して自分の考えがわかりやすくつた

わる伝わる文章を書く。 

・互いの考えを生かしながら議論や討論をする。 

・言葉の響きやリズムを味わいながら「初恋」を朗読する。 

・「古今和歌集 仮名序」の冒頭を音読し，古典の世界に親しむ。 

・昔の人の心情や情景を読み味わうとともに和歌に歌われている人間や自然な

どについて，自分の考えをもつ。 

・古典作品について書かれた文章を読み，自分の考えを深め，古典の世界に親

しむ。 

・学習した文法の知識を確かめ，理解を深める。 

・目的をもって本を読み，人間・社会・自然などについての知識を広げ，自分

の考えを深める。 

・「ない」の文法上の違いを理解する 

・行書を形を整えて美しく書く。 

 

３ 

 

学 

 

期 

 1  

  

 2 

  

 

 3 

 

８ 未来へ向かって 

温かいスープ 

わたしを束ねないで 

文法のまとめ 

 

 

漢字３ 漢字のまとめ 

 

三年間の歩みを振り返ろう 

学びについて語り合う 

 

・筆者の考える「国際性」について自分の考えをもつ。 

・詩における語句の効果的な使い方や表現の工夫に注意して読み，自分の可能

性や生き方になどについて考える。 

・３年間の文法の復習をする。 

・２年生までに学習した漢字に加え，その他の常用漢字のだいたいを読み，適

切に使い慣れる。 

・三年間の学びを振り返りながら自分の考えを深め，構成を工夫してまとめ

る。自分の経験や知識を整理して話し，発表内容や書いた作品を評価し合って

ものの見方や考え方を深める。 

 



【数学科 シラバスについて】 

 

令和８年度  狭山市立狭山台中学校  第 3 学年  数学科  授業計画 

 

１）教科の目標 

１ 数の平方根について理解し、数の概念についての理解を一層深める。また、目的に応じて計算した  

り式を変形したりする能力を一層伸ばすとともに、式を能率的に活用できるようにする。 

２ 図形の相似や三平方の定理について、観察、操作や実験を通して理解し、それらを図形の性質の考  

察や計量に用いる能力を伸ばすとともに、見通しをもって論理的に考察し表現する能力を伸ばす。 

３ 具体的な事象を調べることを通して、関数ｙ＝ａｘ２について理解するとともに、関数関係を見い  

だし、表現したり考察したりする能力を伸ばす。 

 

２）評価の観点 

①知識 技能 ・個別の知識及び技能の習得状況について評価する。 

・それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，概念等とし

て理解したり，技能を習得したりしているかについて評価する。 

②思考判断表現 ・数学の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，判断

力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。 

③主体的に取り組

む態度 

・知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするこ

とに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しようとしているかどうか

を含めて評価する。 

 

３）評価の方法 

授業や課題への取り組みの態度、定期テスト、提出物、レポート、ワ－ク、プリント、宿題、発言 等 

 

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

  月   単元  学習内容 

１

学

期 

4 月 

 

5 月 

 

 

6 月 

1 章 式の展開と因数分解 

  1 節 式の展開と因数分解 

 2 節 式の計算の利用 

○乗法公式を用いて，式を展開することができるよ

うにします。 

○公式を利用して，式を因数分解することができる

ようにします。 

○問題解決に式の計算や因数分解を利用できるよう

にします。 



 

 

 

7 月 

2 章 平方根 

  1 節 平方根 

  2 節 根号をふくむ式の計算 

 3 節 平方根の利用 

○平方根や根号の意味を理解できるようにします。 

○根号をふくむ簡単な式の計算や変形ができるよう 

にします。 

3 章 二次方程式 

  1 節 二次方程式 

  2 節 二次方程式の利用 

○因数分解や平方根の考えを用いて二次方程式を解 

くことができるようにします。 

○具体的な場面の中の数量の関係から二次方程式を 

つくり、文章題の答えを求めることができるよう 

にします。 

２

学

期 

9 月 

 

 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

 

4 章 関数 y=ax2 

  1 節 関数とグラフ 

 2 節 関数 y=ax2 の値の変化 

 3 節 いろいろな事象と関数 

○ｙ＝ａｘ２で表される関係を，式やグラフに表す

ことができ、その特徴を理解することができるよ

うにします。 

○関数ｙ＝ａｘ２のとる値の変化の割合を調べ、一

次関数との違いを明らかにすることができるよう

にします。 

○身のまわりに関数ｙ＝ａｘ２と関わりの深い事象 

があることがわかるようにします。 

5 章 図形と相似 

 1 節 図形と相似 

 2 節 平行線と線分の比 

 3 節 相似な図形の計量 

 4 節 相似の利用 

○三角形の相似条件を理解しそれを利用して相似な

三角形の性質を考察することができるようにしま

す。 

○平行線と線分の比の性質を使って，いろいろな線

分の長さを求めることができるようにします。 

6 章 円の性質 

 1 節 円周角と中心角 

 2 節 円の性質の利用 

○円周角の定理を理解することができるようにしま

す。 

○円周角の定理を利用して、角度を求めたり、証明

をしたりできるようにします。 

３

学

期 

1 月 

 

 

 

 

 

2 月 

 

 

7 章 三平方の定理 

1 節 直角三角形の 3 辺の関係 

2 節 三平方の定理の利用 

 

○三平方の定理を理解し、直角三角形の２辺の長さ

から残りの辺の長さを計算によって求めることが

できるようにします。 

○平面図形や空間図形の中に直角三角形を見いだす

工夫をし、三平方の定理を利用して問題を解決す

ることができるようにします。 

8 章 標本調査とデータの活用 

1 節 標本調査 

○標本調査を活用することができるようにします。 

復習 ○３年間の学習の総まとめをします。 



 



令和８年度  狭山市立狭山台中学校  第３学年  社会科  授業計画 
 
１）教科の目標 
・社会的事象に興味を持って、積極的に調べ、考え、自分の意見を持てる生徒の育成。 
・社会的事象に関する基礎的基本的知識を身につける。 

 
２）評価の観点 

・社会的事象への理解と資料活用の技能 
我が国の国土と歴史，現代の政治，経済，国際関係等に関して理

解しているとともに，調査や諸資料から様々な情報を効果的に

調べまとめている。 

・社会的な思考・判断・表現 

社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に

考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断した

り，思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したり

している。 

・社会的事象を主体的に学ぼうとする態度 
社会的事象について，国家及び社会の担い手として，よりよい社

会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとしている。 

 
３）評価の方法 
＊ ３つの観点をこれらの方法等で評価し、それぞれＡ・Ｂ・Ｃの判定をします。 

【知識・技能】 〇定期テスト 〇小テスト 〇レポートの内容など 

【思考・判断・表現】 ○定期テスト ○レポートの内容など 
○振り返りシートの記入内容 など 

【主体的に学ぼうとする態度】 〇ノートやレポートの内容 〇授業への取り組み 〇振り返りシートの記入内容など  

 
４）各学期の学習内容 

 月 単元 学習内容 
１

学

期 

 
４ 
 
５ 
 
 
 
 
6 
 
 
 
7 
 

【歴史的分野】 
第６章 二度の世界大戦と日本 
 
 
 
 
第 7 章 現代の日本と私たち 
 
 
 
 
 
【公民的分野】 
第 1 章 現代社会と私たち 

 
1 第一次世界大戦と日本 
2 大正デモクラシーの時代 
3 世界恐慌と日本の中国侵略 
4 第二次世界大戦と日本 
 
1 戦後日本の出発 
2 冷戦と日本の発展 
3 新たな時代の日本と世界 
 
 
 
1 現代社会の特色と私たち 
2 私たちの生活と文化 
3 現代社会の見方や考え方 



 
 
 
 

２

学

期 

 
９ 
 
 
10 
 
 
11 
 
 
12 

【公民的分野】 
第 2 章 個人の尊重と日本国憲法 
 
 
第 3 章 現代の民主政治と社会 
 
 
 
 
 
第 4 章 私たちの暮らしと経済 
 
第 5 章 地球社会と私たち 

 
1 人権と日本国憲法 
2 人権と共生社会 
3 これからの人権保障 
1 現代の民主政治 
2 国の政治の仕組み 
3 地方自治と私たち 
1 消費生活と市場経済 
2 生産と労働 
3 市場経済の仕組みと金融 
4 財政と国民の福祉 
5 これからの経済と社会 
1 国際社会の仕組み 

３

学

期 

1 
2 
 
3 
 

 
 
終章 より良い社会を目指して 

2 さまざまな国際問題 
3 これからの地球社会と日本 



【理科 シラバスについて】 

 

令和７年度  狭山市立狭山台中学校  第３学年  理科  授業計画 

 

１）教科の目標 

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど

を通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を養う。 

 

２）評価の観点 

(知識･技能) 自然の事物・現象についての基本的な概念や原理・法則などを理解していか。科学的に探

究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けているか。 

(思考･判断･表現) 自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、得

られた結果を分析して解釈し、表現するなど、科学的に探究しているか。 

(主体的に学習に取り組む態度) 自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返ったりす

るなど、科学的に探究しようとしているか。 

 

３）評価の方法 

知識及び技能 定期テスト、パフォーマンステストなど 

思考、判断、表現 定期テスト、実験レポートの考察、課題レポートなど 

主体的に学習に取り組む態度 授業態度、課題プリント、振り返りカード、実験レポートなど 

 

４）各学期の学習内容と学習のポイント 

 月 単  元 学習内容 

１ 

学 

期 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

化学変化とイオン 

１．水溶液とイオン 

２．酸、アルカリとイオン 

３．化学変化と電池 

・原子の構造とイオンの関係を理解する。 

・電流が流れる水溶液と流れない水溶液の違いを電

離とイオンに着目して説明する。 

・酸性、アルカリ性の水溶液の性質を調べ、それぞ

れの水溶液の共通点をイオンに着目して説明す

る。 

・酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜたとき

の化学変化をイオン式で説明する。 

・化学電池の実験を通して、しくみを理解する。 

・イオン化傾向と電圧の関係を調べ、説明する。 

生命の連続性 

１．生物の成長と生殖 

２．遺伝の規則性と遺伝子 

３．生物の多様性と進化 

・細胞分裂の様子を観察し、特徴を調べる。 

・花粉管を観察し、スケッチを描く。 

・有性生殖と無性生殖のしくみを理解する。 

・遺伝の規則性を理解し、遺伝子の伝わり方を説明す

る。 

・遺伝子の本体は、DNA であることを知る。 

・セキツイ動物の特徴を関連付けて、進化の様子を

説明する。 

・進化の証拠にはどのようなものがあるか考える。 

・進化と地球上の生物の多様性の関係についてまと

める。 



２ 

学 

期 

９ 

 

１０ 

１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

運動とエネルギー 

１．物体の運動 

２．力のはたらき方 

３．エネルギーと仕事 

・斜面を下る台車の運動の速さを求め、グラフを書

き、どのような運動なのか特定する。 

・斜面を登る物体の運動の速さを求め、どのような

運動なのか特定する。 

・摩擦の少ない水平面を進む台車の速さを求め、どのよう

な運動なのか特定する。 

・2 力のつり合い条件を調べる。 

・慣性の法則と作用反作用を理解する。 

・小球が持つ力学的エネルギーと仕事の関係を調

べ、規則性を説明する。 

・道具を使った仕事を求め、原理を見つける。 

・いろいろなエネルギーの移り変わりを調べる。 

地球と宇宙 

１．地球の運動と天体の動き 

・地球の自転によって起こる見かけの星の運動につ

いて説明する。 

・地球の公転によって起こる見かけの星の運動につ

いて説明する。 

・地球の公転と南中高度の変化について理解する。 

３ 

学 

期 

１ 

 

２ 

２．月と金星の見え方 

３．宇宙の広がり  

・月と金星の満ち欠けについて理解し、説明する。 

・銀河系と太陽系の特徴を理解する。 

地球と私たちの未来のために 

１．自然のなかの生物 

２．自然環境の調査と環境保全 

３．自然の恵みと災害 

４．科学技術と人間 

５．持続可能な社会を作るために 

・生物の食物連鎖について調べ説明する。 

・菌類、細菌類のはたらきを調べる。 

・自然環境の保全方法を考え、理解する。 

・自然がもたらす恩恵や災害について調べる。 

・新素材や発電の特徴や利用について調べ説明する。 

・放射線の性質と利用について理解する。 

・エネルギー資源の利用を調べる。 

・エネルギー資源の有効利用の重要性を考える。 

 



令和８年度 狭山市立狭山台中学校  第３学年  英語科  授業計画 
 
１）教科の目標 
①英語を使って自らコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。 

②４領域（聴く・話す・読む・書く）の調和を心がけ、基礎学力が定着する授業を工夫する。 

③英語圏をはじめとする異文化に触れ、グローバルな見方や国際人としての自覚を育てる。 
２）評価の観点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）評価の方法 
１ 小テスト・定期テスト 

２ 発表（スピーキングテスト）・音読（リーディングテスト）・英作文・小テスト・定期テスト 

３ 授業への取り組み、宿題の取り組み、ノート・ワーク・ワークシートの取り組み、提出物 

 
４）各学期の学習内容と学習のポイント  
 月 単   元 学習内容 
１

学

期 

４月 
 
  

 
５月 
 
  
 
 
６月 
 
 
 

辞書を使いこなそう 

Program1   

Japanese Bentos Are Interesting! 

Program2  

Good Night. Sleep Tight. 

Steps 1 聞き上手になろう 

Program3  Hot Sport Today 

 

 

Power-Up 1 電車の乗り換え案内をしよう 

Steps 2 ポスターセッションの流れ 

Our Project ⑦パラスポーツについて理解

を深めよう 

・辞書の引き方について学習し，句動詞を調べる。 

・ask ～ to ... ／ It is ~ ( for + 人 ) to… / 主語 + be 動詞 + 形容詞 + that 

~ . の意味や働きについて学ぶ。 

 

・have＋過去分詞（現在完了）の表現について学ぶ。 

・話題を深める聞き返しの仕方 

・〈主語＋動詞＋（人）＋疑問詞節〉および〈主語＋動詞＋疑問詞節〉の意

味や働きについて学ぶ。 

 

・電車の乗り換えの表現について学ぶ。 

 

 

 

１ 知識・技能 
実際のコミュニケーションにおいて，日常的な話題や社会的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを， 
簡単な語句や文を用いて話したり書いたりして表現したり伝えあったりする技能を身に付けている状況を評価す

る。また日常的な話題や社会的な話題について話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読んだりして，その内

容を捉える技能を身に付けている状況を評価する。 
２ 思考・判断・表現 
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，事実や自分の

考え，気持ちなどを，簡単な語句や文を用いて，話したり書いたりして表現したり伝えあったりしている状況を評

価する。日常的な話題や社会的な話題について話されたり書かれたりする文章等を聞いたり読んだりして，コミュ

ニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，必要な情報や概要，要点などを捉えている状況を評価する。 
３ 主体的に学習に取り組む態度  
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語

を用いてコミュニケーションを図ろうとしている状況を評価する。 
※以上の観点について、聞くこと・読むこと・話すこと[やり取り]・話すこと[発表]・書くことについて評価する。 



7 月 Reading ① The Meaning of Life 

Steps 3 ディスカッションの流れを確認し

よう 

・Reading（復習）を通して、文法事項の復習をする。 

 

２

学

期 

９月 
 
 
10 月 
 
 
11 月 
 
 
 
12 月 

Program4  

Sign Languages, Not Just Gestures! 

Program5  

The Story of Chocolate 

Power-Up 2 ポスターから情報を読み取る 

Program6  

The Great Pacific Garbage Patch 

Our Project ⑧ レストランにSDGｓの取

り組みを提案しよう。 

Power-Up 3 ラジオのＣＭを聞こう 

Program 7 

Robots Can Improve Quality of Life 
 
Power-Up 4 ウェブサイトで学校を紹介

しよう 
 

・分詞の後置修飾（現在分詞 ・ 過去分詞）の意味や働きについて学ぶ。 

 

 

・関係代名詞（主格）who / which / that の用法を学ぶ 

 

 

・関係代名詞（目的格）which / that / 省略 

・ 

 

 

 

・仮定法過去 / I wish＋主語＋仮定法過去の意味や用法を学ぶ。 

 

・短い文章で学校の魅力を伝えられるようにする。 

３

学

期 

1 月 
 
2 月 

Reading 2  Malala's Voice for the Future 

 

Special Project  

中学校の思い出を残そう 

 

・読み物資料を通して既習の文法事項を復習する。 

 

・自分のスピーチを作成し、クラスの中で発表する。 

・３年間の総復習 

 



【技術科 シラバスについて】 
 

令和８年度  狭山市立狭山台中学校  第３学年  技術科  授業計画 
 
１）教科の目標 
・生活に必要な基礎的な知識と技術（スキル）の習得を通して、生活と技術とのかかわりに 
ついて理解を深め、進んで生活を工夫し創造する力を身につける。 

・実習を通して、実践的・体験的に「ものづくりやエネルギーの利用」および「コンピュー 
タの活用」等に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

・技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に評価し活用する力を養う。 
 
２）評価の観点 
１．知識・技能 

＊習ったことに関する理解力・身につき方  
①定期テストによって、知識・理解度を評価する。 
②プリント内容等に習ったことが記入されている。 

＊道具の使い方、コンピュータの使用方法および機能の使い方 
①コンピュータを適切に扱う。 
②道具を安全に使い、正しく使うこと。  

２．思考・判断・表現 
  ＊作品に対して工夫したり、努力したりする様子が見られたか 
   ①作品の仕上がりに工夫し、解決しようとしている。 
   ②製作への努力をして、周囲に伝えることができる。 
３．主体的に学習に取り組む態度 
  ＊授業に対する取り組み方 

①忘れ物をしない。 
②発言の機会があったら積極的にする。 
③授業中は私語をしないで、集中して取り組む。実習（作業）は意欲的に取り組む 

 
３）評価の方法 
（１）１～３のそれぞれの観点について、Ａ，Ｂ，Ｃをつけ、その観点をもとにして 

技術科の５段階の評定を出します。 
 
（２）学年評定は家庭科の評定と合わせて、「技術・家庭科」の評定を出します。 

  
 



４）各学期の学習内容と学習のポイント 
  月   単元  学習内容 
１

学

期 

４月 
 
 
５月 
 
 
６月 
 
 
７月 
 
 

【Ｂ生物育成】 
・生物育成の技術についての

基礎的・基本的な知識・技能 
【Ｄ情報】 
・ネットワークを利用した

双方向性のあるコンテン

ツのプログラミングによ

る問題解決 
 
・計測・制御のプログラミン

グによる問題解決 
 
・社会の発展と情報の技術 

 
・生物の育成、実習 
 
・ネットワークを利用した双方向性のある

コンテンツのプログラミング 
・情報の表現手段とその内容（コンテンツ）

についての特徴を理解する。 
・設計に基づいて適切なコンテンツの表現

およびプログラミングを行う。 
・情報の技術の見方・考え方を働かせて問題

を発見する。 
・使用の目的や条件によって，適切な方法を

比較・検討し，設計・制作する。 
・多様な利用者が安心して利用できるプロ

グラムを考える。 
３

学

期 

１月 
 
 
 
２月 
 
 
 
３月 

【Ｄ情報】 
ディジタル作品を作ろう 
①ディジタル作品の構成を

調べよう 
 
②ディジタル作品を設計・制

作しよう 
 
情報技術を適切に評価し活

用しよう 

 
・ディジタル作品の制作の流れを学ぶ。 
・ディジタル作品を構成する表現手段の特徴 
・制作手順に沿って，ディジタル作品を制作する。 

 ＜制作手順＞ 
 制作品の構想・設計 
 素材の準備・加工 
 素材の統合 
 制作品の評価・修正 
 制作品の表現・発信 

 

＊１学期に「技術科」の学習を行い、２学期は「家庭科」の学習を行います。 
３学期は「技術科」と「家庭科」を両方とも学習する予定です。 



【家庭科 シラバスについて】 
 

令和７年度  狭山市立狭山台中学校  第３学年  家庭科  授業計画 
 
１）教科の目標 
 ＜保育＞ 
〇幼児の生活と家族について、課題をもって、幼児の発達と生活、幼児との関わり方に関す

る基礎的・基本的な知識を身に付け、それを支える家族の役割や遊びの意義について理解し、

幼児との関わり方を工夫することが出来るようにする。 
 ＜消費生活・環境＞ 
〇持続可能な社会の構築に向けて考え、工夫する活動を通して、消費生活・環境に関する知

識及び技能を身に付ける。 
〇これからの生活を展望して、身近な消費生活と環境についての課題を解決する力を養い、

身近な消費生活と環境について工夫し創造しようとする実践的な態度を育成することをね

らいとする。 
 
２）評価の観点 
①知識・技能 
 
 

家族・家庭の基本的な機能について理解を深め、生活の自立に必要な家

族・家庭、衣食住、消費や環境などについて理解をしているとともに、そ

れらに係る技能を身につけている。 
②思考・判断・

表現 
 

これからの生活を展望し、家族・家庭や地域における生活の中から問題を

見出して課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察した

ことを論理的に表現するなどして課題を解決する力を身につけている。 
③主体的に学

習に取り組む

態度 

家族や地域の人々と協働し、よりよい生活実現に向けて、課題の解決に主

体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、生活を工夫し創造し、

実践しようとしている。 

 
３）評価の方法 
定期テスト、実技テスト、学習ノート、レポート 等 
※学年評定は技術科の評定と合わせて、「技術・家庭科」の評定を出します。 

 
 
 
 
 



４）各学期の学習内容と学習のポイント 
  月   単元  学習内容 
２

学

期 

9 月 
 
 

10 月 
11 月 
12 月 

【A 家族・家庭生活】 
2 幼児の生活と家族 

 
・幼児にとっての遊び 
・ふれあい体験事前学習 
・保育園訪問計画 
・ふれ合い体験学習 
・子どもの成長のための日本と世界の取りく

み 

３

学

期 

1 月 
 
 
 
 
 
 

2 月 

【Ｃ 消費生活・環境】 
1 家庭生活と消費 
 
 
2 購入・支払いと生活情報 
 
 
3 消費者被害と消費者の自

立 
 
 
4 持続可能な社会 

 
・消費生活のしくみ 
・家庭生活における収入と支出 
 
・いろいろな購入方法と支払方法、売買契約 
・情報を活用した商品選択 
 
・消費生活のトラブルを防ぐ方法 
・消費者の権利と責任、消費者を支えるしく

み 
 
・消費行動が環境に与える影響 
・自分の行動を振り返ろう 

 
※₁ 保育園訪問は状況により実施時期は変更になる可能性もあります。 
※₂ 1 学期は「技術科」の学習を行い、2 学期は「家庭科」の学習を行います。 
  3 学期は「技術科」と「家庭科」を両方とも学習する予定です。 

 



【音楽科 シラバスについて】 
 

令和８年度  狭山市立狭山台中学校  第３学年  音楽科  授業計画 
 
 
１）教科の目標 
⑴知識及び技能 

  曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するととも

に、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。 

⑵思考力、判断力、表現力等 

  音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるよ

うにする。 

⑶学びに向かう力、人間性等 

  音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音

楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

 
 
２）評価の観点 
①知識・技能 ・曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理

解しているかどうかを評価する。 

・創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌

唱、器楽、創作で表しているかどうかを評価する。 

②思考・判断・

表現 
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと感受したこと

との関わりについて考え、曲にふさわしい音楽表現としてどのように表

すかについて思いや意図をもったり、音楽を評価しながらよさや美しさ

を味わって聴いたりしているかどうかを評価する。 

③主体的に学

習に取り組む

態度 

音や音楽、音楽文化に親しむことができるよう、音楽活動を楽しみな

がら主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている

かどうかを評価する。 

 
３）評価の方法 
・学習状況の達成度をふまえ、上記①～③の観点を A・B・C で評価し、それらをもとに５

段階の評定を出します。 
・評価の材料は下記のとおりです。 

定期テスト（１・３学期末）、実技発表及び実技テスト、小テスト、ワークシート、 
学習活動の様子、発言発表・ワーク・レポート等の内容 等 



４）各学期の学習内容と学習のポイント 
  月 題材 学習内容 

１

学

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

学

期 

 

 

 

 

 

 

３ 

学

期 

４月 

５月 

 

 

 

 

 

 

６月 

 

 

 

 

７月 

○ガイダンス 

・いろいろな発声練習 

・My Voice！ 

〇日本の歌のよさや美しさを理解し

て、歌唱表現を工夫しよう 

・花 

・花の街 

 

○ハ長調の音階を使ってまとまりの

ある旋律をつくろう 

・My Melody！ 

 

○音楽の特徴や背景を理解して、そ

の魅力を味わおう 

・ボレロ 

・ブルタバ 

 

 

○曲の構成を理解して、リズムアン

サンブルの表現を工夫しよう 

・Let’s Create! 

・ウィ ウィル ロック ユー 

 

・授業の受け方、年間の学習計画、評価について 
・発声のための身体の使い方を理解し、豊かな響きをもった

発声を身に付ける。 

・美しいハーモニーを感じて歌う力を養う。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容及び曲の背景との関わりに

ついて理解するとともに、それらを生かした曲にふさわし

い歌唱表現を創意工夫して歌う。 

 

・音階の特徴及び音のつながり方の特徴について理解すると

ともに、それらを生かしたまとまりのある創作表現を創意

工夫して音楽をつくる。 

 

・曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴とその背景とな

る歴史との関わりについて理解するとともに、曲や演奏に

対する評価とその根拠、生活や社会における音楽の意味や

役割について自分なりに考え、音楽のよさや美しさを味わ

って聴く。 

 

・音素材の特徴及び音の重なり方、反復、変化、対照などの

構成を理解し、それらを生かして創意工夫して音楽をつく

る。 

 

9 月 

10 月 

11 月 

 

 

 

 

 

12 月 

1 月 

 

 

 

 

○全体の響きや各声部の役割を生か

して、歌唱表現を工夫しよう 

・校内音楽会 学年／クラス合唱曲 

 

 

 

 

 

○楽器の音色や響きを生かして、表

現を工夫しよう 

 ・大きな古時計 

 

○日本の伝統音楽の特徴を理解し

て、その魅力を味わおう 

・能 

 

○世界の諸民族の音楽の特徴を理解

して、その魅力を味わおう 

 

 

・歌詞や楽曲に対する思いをもち、意見交換をしながらパー

ト練習等を通して自分たちで協力して合唱表現を深める。 

・声部の役割や全体の響きとの関わりを理解して表現を工夫

する。 

・曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解す

るとともに、それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を

創意工夫して歌う。 

 

・楽器の音色や響きと奏法との関わりを理解する。 

・ギターの基本的な奏法を学ぶ。 

 

 

・我が国の伝統音楽の特徴と、その特徴から生まれる音楽の

多様性について理解するとともに、音楽表現の共通性や多

様性について考え、音楽のよさや美しさを味わって聴く。 

 

・我が国、及び諸外国の伝統音楽の魅力、音楽の多様性、音

楽と生活の関わり等について学ぶ。 

 

 2 月 

 

 

 

 

○ポピュラー音楽の特徴を理解し

て、その魅力を味わおう 

・ポピュラー音楽 

・著作権 等 

 

 

 

○仲間ととともに心をこめて合唱し

よう 

・旅立ちの日に 他 

 ・国歌「君が代」 

・音楽の特徴とその背景となる文化や歴史、他の芸術との関

わりについて理解するとともに、生活や社会における音楽

の意味や役割について考え、音楽のよさや美しさを味わっ

て聴く。 

・おすすめのポピュラー音楽について、音楽の特徴に注目し

てプレゼンテーションする。 

 

・１年間の学びを生かし、卒業式に向けてお世話になった人

への感謝や、新たな出発への思いを伝える合唱表現を追求

する。 

 



  教科名       美 術 科    学年    第 ３ 学 年 

   学習到達度目標 
  ・主体的に美術の活動に取り組み、美術を愛好する心情を深め、心豊かな生活を創 
  造していく意欲と態度を高める。 
  ・感性や想像力を一層高め、独創的・総合的な見方や考えを培い、豊かに発想し、    
  構想する能力や自分の表現方法を創意工夫して表現する能力を伸ばす。 
  ・自然や美術作品などについての理解や見方を深め、心豊かに生きることや美術と   
  の 関 わ り に 関 心 を 持 ち 、 よ さ や 美 し さ な ど を 味 わ う 鑑 賞 の 能 力 を 育 て る 。                 
   

学期      学習のねらい    単元名・教材名等       主な学習内容 
 
 
１
学
期 
 
 
 

・空想の世界をテーマとして自 
分のイメージした心象風景や 
主役が生きる構想画を発想す 
る。 
・モダンテクニックの技法を学 
び、多様な表現方法を知る。 
・表現したい意図にあった画材 
を生かし、効果的に表現する。 

【絵 画・デザイン】 
《ＣＤジャケットを 
  つくろう》 
 

 

 

・自分のテーマの内容にふさわ 
しい、独創的なものを考えて 
  アイディアスケッチをする。 
 
・モダンテクニックの技法を知 
り、作り出す。 
・構想画に適した材料の技法を 
用いて効果的、創造的に表現 す
る。 

 
 
２
学
期 
 

 

・生活の中のデザインや工芸に 
関心を深め、自分の良さを生 
かして主体的に取り組む。 
 
・篆刻にふさわしいデザインの 
効果を考え、自分の名前から 
表現の構想を練り、美しく彫 
り上げる。 

【 彫 刻 】 
《自分の蔵書印を 
      作ろう》 
 

 

 

・高麗石の特徴を知り、石の硬 
度に適したデザインの条件を 
理解する。 
 
・自分の姓名にあったデザイン 
や自分らしい個性的なアイディ
アを考え、ていねいに彫りすすめ
る。 

 
３
学
期 

・点の粗密で表す点描でかくこ 
とを知り、自分の空想、動物や
植 物 な どを 構 成 する力 を 養 
う。 
・黒と白の世界にドットの集ま 
り方で灰色のグラデーション 
も生まれることを知る。 
・集中してコツコツと仕上げる 
力を養う。 

【絵 画】 
《点描でかく》 
 

 

 

・自分の空想や動物植物などの 
題材から白黒のバランスのと 
れた絵を描く。 
・細いポイントペンで均一な点 
をなるべく打っていくように 
して、きれいな画面を構成す 
る。 
・集中力を保って作品を仕上げ 
る。 

 

 評価について  
【授業中の活動】 
 ・毎時間の目標と作業進度を理解し、集中して意欲的に取り組んでいるか評価する。 
 ・集中度や進み具合（進度点）を評価対象とする。 
 ・授業で使う用具や必要な材料をきちんと用意している。 
 ・自分の席できちんと作業ができる。 
 
【学習の成果及び提出物】 
  ・それぞれの題材のねらいを理解し、観察力、発想力、表現力等について評価する。 
  ・絵画、デザインについては、表現するための技法項目が多く、やや比重が思い。 
 ・提出物では、完成作品の７０％以上を評価する。その他、アイディアスケッチ、プリント 
 などの提出物も評価対象とする。 
 
 【各種テストによる評価】 
   ・テストは実施しない。 
 

 
 
 
 
 



令和８年度 保健体育科シラバス 
 

１ 授業の目標 

～豊かなスポーツライフを実現するために～ 

① 運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全について理

解するとともに、基本的な技能を身につけられるようにする。 

② 自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、

他者に伝える力を身につけられるようにする。 

③ 健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かな生活を営むための

態度を身につけられるようにする。 
 

２ 授業の約束事 

～授業の約束を守りましょう～  

① 授業の時間(開始・終了)を守る 

② 服装を整える 

③ 道具の忘れ物をしないように準備をする 

④ 見学時の連絡は、保護者の方に事前に生徒手帳に記入してもらい、提出しましょう 

 

３ 評価の観点と方法 
 

➀知識・技能について 

知識・技能とは…保健体育の授業を通して「何が身についているのか」です。 

〇各種目における特有の技能  

〇技能などのポイントについての理解 

〇各種目における技能の名称やルールなどについての理解 

〇運動観察の方法(自己・他者)についての理解 

 

➁思考力・判断力・表現力等について 

思考力・判断力・表現力等とは…保健体育の授業を通して「身についたことをどのように活用して

いるのか」です。 

〇自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する。 

〇課題解決に有効な練習方法を選択し、自己の考えを伝えることができる。 

〇自己や仲間の課題について、思考し判断したことを、言葉や文章などで表したり、相手にわかり

やすく伝えたりすることができる。 

 

③主体的に取り組む態度について 

主体的に取り組むとは…保健体育の授業を通して「どのように取り組んでいるのか」です。 

〇健康や安全に留意することができる。 

〇自己の役割を果たすことができる。(準備や片付けなど) 

〇公正に取り組むことができる。(ルールや仲間を称賛するなどのマナー等) 

〇互いに協力することができる。(仲間の学習を援助する、組んだ仲間と積極的に取り組む) 

〇自らの意思で目標を立て、試行錯誤しながら粘り強く学び、学習状況を調整することができる。 

以上のことを、体育の授業でも説明します。 

 

※観点別評価はＡＢＣでつけ、それを受けて５段階で評定として表します。 



４ 各学期の学習内容について 

 

保健体育科ではこんな学習をします 
狭山台中学校で学習する保健体育は、体育分野と保健分野の２つの分野に分かれています。 

○ 体育分野では 
（１）体つくり運動（２）器械運動（３）陸上競技（４）水泳（５）球技 （６）武道（柔道） 

（７）ダンス   （８）体育に関する理論 

について学習します。 
○ 保健分野では 
（１）健康な生活と疾病の予防 

（２）心身の機能の発達と心の健康 

（３）傷害の防止 

（４）健康と環境 

                                    について学習します。 

 

授業の学習内容 

 
 

 

 １    年 ２    年 ３    年 

１

学

期 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・新体カテスト 

・陸上競技(短距離走) 

・器械運動(マット運動) 

・水泳 

・体育に関する知識 

 

 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・新体カテスト 

・陸上競技(短距離走) 

・器械運動(マット運動) 

・水泳 

・体育に関する知識 

 

 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・新体カテスト 

・陸上競技(短距離走) 

選択１ 

【マット・跳び箱・ハードル

走から選択】 

・水泳 

・体育に関する知識 

２

学

期 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・陸上競技(リレー) 

・ダンス 

・ソフトボール 

・陸上競技(長距離走) 

・保健 

 

 

 

 

 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・陸上競技(リレー) 

・ダンス 

・ソフトボール 

・陸上競技(長距離走) 

・保健 

 

 

 

 

 

○オリエンテーション 

・体つくり運動 

・陸上競技(リレー) 

選択２ 

【バドミントン、ソフトボー

ル、アルティメット】       

選択３ 

【バレーボール・卓球 

ハンドボール】 

・陸上競技(長距離走) 

・保健 

３

学

期 

○オリエンテーション 

・武道(柔道) 

・サッカー 

・バスケットボール 

・保健 

○オリエンテーション 

・武道（柔道） 

・サッカー 

・バスケットボール 

・保健 

○オリエンテーション 

選択４ 

【サッカー・バスケットボー

ル・ソフトテニス】 

選択５ 

【柔道・剣道・ダンス】 

・保健 


